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小児周産期災害リエゾンとは？

リエゾン Liaison：関係・連絡・連携
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小児周産期災害リエゾンとは、災害時に県庁（災害対策本部）で、
さまざまな連携機能（リエゾン）をはたす
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DMAT

大規模集団災害において、災害急性期に災害時医療を行う
医療チーム

（Disaster Medical Assistance Team)

一方で周産期医療に詳しいひとはほとんどいない
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災害時の連携の問題
・周産期医療施設間の連携
・周産期医療とDMAT・行政の連携
・コーディネーターの不在

→災害時小児周産期リエゾン

東日本大震災で見られた小児・周産期医療における問題点
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災害時小児周産期リエゾン（略称：小児周産期リエゾン）

Disaster Liaison for Pediatrics and Perinatal Medicine

• 都道府県が委嘱する専門職 （国などが認定する資格職でない）

• 都道府県による役割が多少異なる

• 災害医療コーディネーターと同様の扱い
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大規模災害が発生すると

小児周産期リエゾンは県庁（災害対策本部・
DMAT本部）に招集される

徳島県は災害対策本部を県庁に設置する

DMAT本部も設置される
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熊本地震の災害対策本部の配置
（熊本県庁）

小児周産期リエゾン
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災害急性期 （熊本地震）の組織図

熊本県DMAT調整本部

医療ニーズ 搬送 DMAT隊員管理 小児周産期リエゾン
（鶴和、伊藤）

小児科
（鶴和、斎藤）

新生児科
（和田）

産婦人科
（津田）

小児科学会・医会小児救急医学会 産婦人科学会・医会
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小児周産期リエゾンの活動内容

1. 情報収集・発信
2. 医療支援・調整
3. 保健活動
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県から学会への正式な書類が必要
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小児周産期災害リエゾンとは、災害時に県庁（災害対策本部）で、
さまざまな連携機能（リエゾン）をはたす
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